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イタリアのユダヤ人コミュニティにおける初期幼稚園
―アドルフォ・ピックとヴィットーレ・ラヴァ―
The First Kindergartens in the Jewish Community in Italy : Adolfo Pick and Vittore Ravà
オムリ 慶 子 ＊
Abstract
This study aims to provide some insights into the development/history of Jewish kindergartens in
Italy in the 1870s, through involvement by Adolfo Pick, a Jewish-Bohemian, previously involved in the
establishment of Italy’s first kindergarten in Venice (Il Giardino S. S. Apostoli, November 1869) and
Vittore Ravà, a Jewish-Italian and the Director of the Ministry of Public Education.
We examined the first volume of “ADOLFO PICK, Il Pensiero e L’ Opera con una scelta di scritti
sul’educazione” compiled by Duilio Gasparini, which was stored in Udine’s Biblioteca Civica “V. Joppi,”
Sezione Manoscrititi e Rari, and letters that Ravà, the then Director of Ministry of Public Education had
sent to Pick. We focused on the context of kindergartens at that time, with the aim to determine Pick’s
and Ravà’s involvement in kindergartens.
The analysis revealed the following : 1) Pick offered his kindergarten as a training place for
kindergarten teachers to practice (what they had learned) at the request of Ravà. 2) Ravà strove to
build the first Fröbel Kindergarten in Bologna. 3) Ravà tried to change Jewish day nurseries in Rome
into Fröbel Kindergartens.
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研究の背景と先行研究の検討
今までの研究「ヴェネツィアのユダヤ人コミュニ
ティにおける幼稚園導入―エーレナ・ラファロ
ヴィッチ・コンパレッティを通して―」（2017年)1)
と「ヴェネツィアのユダヤ人コミュニティにおける
初期幼稚園―公立幼稚園の設立―」（2018年)2)で、
ユダヤ人コミュニティにおける幼稚園導入過程を明
らかにしてきた。2017年の論文では、イタリアで最
初の公立幼稚園を開設したロシア帝国オデッサ出身
のユダヤ人エーレナ・ラファロヴィッチ・コンパ
レ ッ テ ィ（Comparetti, Elena Raffalovich 1842-
1918、以下コンパレッティと略す）の生い立ちから
イタリア人古典学者であるドメニコ・コンパレッ
ティ（Comparetti, Domenico 1835-1927）との結婚
と離別、そしてフレーベル幼稚園普及に尽力するユ
ダヤ系ボヘミア人アドルフォ・ピック（Pick,
Adolfo 1829-1894、以下ピックと略す）との出会い
から、イタリア最初の公立幼稚園3)であるエーレ
ナ・ラファロヴィッチ・コンパレッティ幼稚園（Il
Giardino d’ Infanzia Elena Raffalovich Comparetti，
以下コンパレッティ幼稚園と略す）の設立までの経
緯を明らかにした。2018年の論文では、世界最初の
ゲットーがあるヴェネツィアのカンナレージョ地区
（Sestiere Cannaregio）とその周辺を実地調査し、
ユダヤ系人物によって開園された幼稚園の位置関係
を明らかにし、そしてコンパレッティの幼稚園設立
にあたってピックの支援を受けながら、ヴェネツィ
ア市との交渉や設立までの歩みを当時の記録を読み
解くことによって明らかにした。
ピックについての研究はほとんどなく、ヴェネツィ
ア市が発刊した『幼児の発見―養護、教育、そして
表象。ヴェネツィア1750～1939年』（La Scoperta
dell’Infanzia : cura, educazione e rappresentazione,
Venezia 1750-1939）に収められているフィリッ
ピーニ（Filippini, Nadia Maria）の論文「柔らかい
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植物のように－幼児の教育：慈善幼児院、幼稚園、
乳 児 託 児 所」（< Come Tenere Pianticelle >
L’educazione della prima infanzia : asili di carità,
giardinetti, asili per lattanti, 1999)4)の中で、ヴェネ
ツィア市の古文書館所蔵の歴史資料を用いてピック
が幼稚園導入にかかわった様子が書かれているが、
ヴェネツィア内でのピックの活躍が中心に書かれて
おり、他都市のフレーベルメソッド推進者との交流
については論じられていない。
また、ガスパリーニ（Gasparini, Duilio）による
『アドルフォ・ピック 思想と著作 教育に関する著
作選集』全⚓巻（Adolfo Pick il pensiero e l’opera
con una scelta di scritti sull’educazione, vol. I（1968）、
vol.Ⅱ< parte. I,Ⅱ>（1970)、vol.Ⅲ< parte. I,Ⅱ>
(1970)5)では、題目にもあるようにピックの著作や
書簡が集められ、ガスパリーニがその著作の背景に
ついて解説を加えている。このガスパリーニの選集
はウーディネ（Udine）の市立図書館 “ヴィンチェ
ンツォ・ヨッピ” 市立図書館（Biblioteca Civica
“Vincenzo Joppi”）の「手稿と貴重本セクション」（
Sezione Manoscritti e Rari）に保存されている。こ
のうちの第Ⅰ巻6)は、イタリアの主だった図書館や
古書店で所蔵しているところがなく、今回ようやく
閲覧することができた。ここにはピックの生い立ち
について今まで一般的に知られていなかったことが
記録されており、次章でその内容を紹介する。
第Ⅲ巻 part Ⅱには、上記「手稿と貴重本セクショ
ン」に所蔵されているピックにまつわる書簡から、
ピックとの親交のあった人々、マーレンホルツやコ
ンパレッティ、当時の著名な研究者や政府関係者、
教え子等との書簡を取り上げて解説を加えている。
しかし、ガスパリーニはなぜか、当時公教育省事務
官から最終的には局長という重要なポストについて
いたヴィットーレ・ラヴァ（Ravà, Vittore 生没年
不詳）の書簡は取り上げていない。また、この巻に
ガスパリーニが紹介している重要な文書の中で図書
館に見当たらないものがある7)。これら所在不明と
なっている文書に関しては、今後の調査に譲るとし
て、当時公教育省事務官であったユダヤ系イタリア
人ラヴァのピック宛の書簡から、ラヴァとピックが
幼稚園設立期にどのようなかかわりがあったのかを
明らかにする。
ラヴァの書簡は、1872年～1890年まであるが、
1880年以降になるとイタリア教育界は実証主義
（Positivismo）哲学の影響を受け、フレーベル・メ
ソッドも実証主義的な解釈が入ってくるため、マー
レンホルツと親交を保ちながら純粋なフレーベル幼
稚園を導入しようと努力していた1870年代終わりま
でを幼稚園導入初期8)として今回の調査対象とす
る。
ピックの人物像とラヴァ
ピックの生い立ちについては今までほとんど知ら
れておらず、イタリアの教育史研究者たちによって
ピックの来歴はイタリア最初の教育学事典である
『図 説 教 育 学 事 典』（Dizionario Illustrato di
Pedagogia）の中に書かれた項目「アドルフォ・ピッ
ク｣9)からほぼ引用される形で繰り返し用いられて
きた。それは、ピックがボヘミア出身のユダヤ人で
あったこと、オーストリア軍兵士としてイタリアと
戦い、捕虜となりイタリアに移送されたこと。イタ
リアでドイツ語教師として身を立てたこと。その中
でフレーベルのドイツ語原典に触れ、幼稚園設立を
思い立ったことであった。
ガスパリーニの前掲書第Ｉ巻によると、ピックは
自分の生い立ちについては他人に話すことはなかっ
たようであるが、ごく親しい人に語ったことがガス
パリーニによって紹介されている。以下にガスパ
リーニの記述10)により、ピックの生い立ちから幼稚
園設立までを追う。
ピックは1829年⚔月⚗日ボヘミアのミスコビッチ
（Miskovitz）の貧しいユダヤ人家庭に生まれた。
ピックは父母の愛情を感じたことがなく、生涯悲し
みと犠牲を背負っていたと言っていたという。ユダ
ヤ教上の成熟の年となった13歳の時、父親にハンガ
リーとの国境に連れていかれ、わずかばかりのお金
を渡されて兄とともに捨てられ、それ以降は両親に
会うこともなく行方知らずとなった。父親に捨てら
れたピックはハンガリーに渡り、ブタペストで約⚖
年間貧しくつらい思いをした。19歳の時、1848年⚓
月のオーストリア帝国に対する蜂起に参加するがク
ロアチア軍につかまり、オーストリア兵士として
1849年対イタリア戦線（ノヴァラの戦い）に加わっ
た。ピックはヴェネツィアの駐屯に移されるが、こ
の時のヴェネツィアはまだイタリア領ではなくオー
ストリア領だった。⚓年後に除隊され、仕事もお金
もない状態であったがピックの学ぶ意欲は高く、イ
タリア語を学び、イタリア語―ドイツ語通訳者にな
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り、裁判所の通訳をするまでになった。その他には
コレージュの教師をしたり、パドヴァ大学でドイツ
語教授の資格を取る等、昼夜問わず学び努力したよ
うである。1866年ヴェネツィアがオーストリア帝国
から返還され、ピックは幼稚園設立を考えるように
なった。ガスパリーニによると、ピックの幼少期の
経験が、教育学に関心を向けるようになったのでは
ないかと記している。
一方ラヴァの来歴については、公教育省
（Ministero dell’Istruzione Pubblica）の局長をして
いた以外にほとんど知られていない。イタリアの教
育学やトレッカーニ出版11)による人名辞典にも載せ
られていない。ラヴァの息子（RAVÀ, Adolfo
Marco）が著名な法哲学者として人名事典に載って
おり、その父母として紹介されているにとどまる。
そこにはユダヤ人ファミリーであったこと、母はエ
ウジェニア・ソラーニという名で教授（中等部から
大学までのどの段階の教授だったかは書かれていな
い）であったこと、父はヴィットーレ・ラヴァとい
う名で（公）教育省局長12)であったことのみが記さ
れている。
ラヴァは公教育省事務官として勤める傍ら、ロー
マのユダヤ人幼児院（asilo）の研究を残している13)。
ローマに大きなユダヤ人コミュニティがあり、ユダ
ヤ人幼児院を幼稚園（Giardino d’Infanzia）に変え
るのを自らの使命のように考えていたのがピックへ
の手紙に読み取ることができる。またラヴァは、前
出 の『図 説 教 育 学 事 典』に「幼 児 院」（asilo
d’infanzia）の項目を執筆しており、イタリアのフ
レーベルメソッド導入について解説している14)。以
下の章では、ラヴァのピックへの手紙から、幼稚園
設立期に公教育省事務官としてのラヴァとどのよう
なかかわりがあったのかを明らかにする。
ピックとラヴァのかかわり
ラヴァのピック宛の最初の手紙は、「ボローニャ
1872年12月19日｣15)である。この頃のラヴァは、ま
だ教育省事務官ではなく、工学士の資格は持ってい
るものの、この時期にどのような仕事をしていたの
かは不明である。ピックにとって1872年は、その前
後の出来事から前年の1871年⚒月に自らの幼稚園で
あるヴィットリーノ・ダ・フェルトレ幼稚園（Il
Giardino Vittorino da Feltre）をヴェネツィアのリ
アルト橋近くに開設している。1872年⚑月にはコン
パレッティからフレーベル教育について問い合わせ
の手紙があり、毎月のように手紙をやりとりするよ
うになっていた。ピックはコンパレッティに公立の
フレーベル幼稚園設立を勧め、1873年⚓月23日ヴェ
ネツィア市との交渉に入った。そして1873年⚕月14
日、ピックはヴェネツィア市から、幼稚園開設準備
のアドヴァイザー的役割の要請を受けている16)。
ラヴァが12月19日にボローニャからピックに宛て
た手紙は、「名声しか存じあげていないあなた様に、
個人的にお願いを申し上げるのは甚だ厚かましいこ
とと存じますが、」と前置きをし、ラヴァがボロー
ニャでフレーベル幼稚園を開設するプロパガンダを
行って一年が経つが話が進んでいないこと、しかし
ながら教育連盟（Lega d’istruzione）が市の許可を
得てそれに取り組んでいることがわかったと書いて
いる。ここでラヴァが「教育連盟」と呼んでいる組
織は、おそらくイタリア教授同盟（Lega Italiana
d’Insegnamento）ではないかと思われる。1784年
ネーデルランドで始まった「公共福祉協会」
（Società di ben pubblico）を母体とし、ヨーロッパ
中に広がった教育に関する同盟で、内容は各国の教
育の動向や実践や教育に関する法律、フレーベル幼
稚園や思想にも触れられており、イタリアでも教授
同盟はヴェローナ支部（Circolo-Verona）が中心と
なってフレーベル幼稚園とフレーベル思想の普及に
努めていた17)。
ラヴァの考えによると、幼稚園の対象は今までの
教育施設のように貧困層の子どものためだけではな
いこと、私立であること、さらに幼稚園の母体とな
る協会は相互共済の精神を持っていないといけない
と綴っている。そしてラヴァは、フレーベル・シス
テム（sistema fröbeliano)18)による幼児教育の共済
組合をプロモーションする公的委員会を作るため
に、何人かの信頼できる人を誘っており、実践経験
があるピックに協力を呼び掛けている。ラヴァは幼
稚園設立を見越して発言しているようであるが、現
在ボローニャ夫人を頼りにしているものの⚑人では
幼稚園は運営できないため、ピックにパレーリ
（Paleri）のような良い生徒はいないかを尋ねてい
る。ラヴァが名前をあげているパレーリという生徒
はピックが将来を期待しているピックの生徒で、コ
ンパレッティと同時期にドイツのケラーの養成校で
夏季講習に参加した生徒19)である。
そしてラヴァは、ピックが運営しているヴィット
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リーノ・ダ・フェルトレ幼稚園のプログラムや時間
割りを送ってほしいと所望している。それだけでな
く、保育料、設備投資に必要な金額、園長・アシス
タント・用務員の給与も教えてほしいこと。さらに
ピックの幼稚園で地域のニーズに合わせてフレーベ
ル・メソッドを変えなければならなかったことや、
宗教教育について何かあれば教えてほしいと綴って
いる。そしてラヴァは、ボローニャの幼稚園では、
子どもたちは十字を切ったり、主の祈りを教えてい
ない園は10もなかっただろう（non s’insegnasse）と
近過去形で言っており、「幼稚園」（Giardino）に下
線を引いて強調しているが、矛盾があるように見え
る。この手紙の最初でラヴァは、ボローニャで最初
の幼稚園を開設する準備を進めていたにかかわら
ず、連盟に先を越されてしまったくやしさがにじむ
ような文を書いているが、なぜここにまだボロー
ニャで設立されていない「幼稚園」が出てくるのか
が不思議である。現状の「幼児院」（asilo）が幼稚
園になったときの見通しを立てていっているのか、
手紙文から読み取ることはできない。
最後に、「御高名な教授のお時間をいただき誠に
申し訳ありませんでした。迅速なお返事を頂けたら
ありがたいです。教授への最高の尊敬と献身を証明
する機会があらんことを。最も謙虚な下僕
（Umilissimo servo）。工学士 ヴィットーレ・ラ
ヴァ」と慇懃無礼な言葉で結ばれている。
⚒通目は、「ボローニャ73年⚖月19日」付20）で、
⚑通目の手紙から半年が過ぎており、この半年間の
手紙はウーディネの図書館には保存されていないた
め、この間のピックとのやり取りがどのような形で
あったのかは不明である。しかしながら手紙の冒頭
にいきなり「旅行はひどかった」と書いているため、
⚖か月間の間に失われた手紙が存在していたのか、
それとも実際に出会って親交を深めていたのかもし
れない。手紙文の最初の言葉が、一通目の冒頭に書
かれていた「令名高きお方」（Ill.mo Signore）から
⚒通目は「親愛なる教授」（Professore Carissimo）
に変化しており、⚖か月間で何らかの親交を得たと
考えられるが、文中でピックを指す「あなた」とい
う言葉は、相変わらず Ella や Lei という丁寧語を
用いている。
ラヴァはフィレンツェのベルドシェック（Marta
Berduschek）について、礼儀ただしいが、それは
平凡で良くないことでもあると言っている。ベルド
シェックは後述するように同年後半期にはピックの
ヴィットリーノ・ダ・フェルトレ幼稚園の園長と
なっているので、この時期はまだフィレンツェで設
立した幼稚園にかかわっていたのかもしれない21)。
ラヴァは、おそらく以前の手紙にもあったように、
ボローニャの新しい幼稚園の園長候補や保育者候補
を探していると考えられる。
そしてラヴァは続いて、ボローニャの連盟では現
在あるブルツィ（Burzi）・プログラムを変更するこ
とに納得をしていないが、自分にはプログラムの案
もなくゼロよりはましであること、自分が幼稚園開
園にかかわりを持ち続けさせてくれるなら、相手
（連盟）の言い分を聞くと書いている。そして本物
のフレーベル幼稚園を開くつもりであることと、二
人の保育者を養成するだろうと続けている。ブル
ツィ・プログラムについては、この文面だけではど
のようなプログラムかわからないが、おそらくブル
ツィという人物が唱えている幼稚園についての案だ
と思われる。
以上のことからわかることは、ラヴァが最初の手
紙で述べていたフレーベル幼稚園開設準備で先を越
された連盟に加わり、園長や保育者候補をラヴァが
決定することになっているということである。そし
て二人の保育者候補に施す理論と実践の教育のう
ち、理論の教授は自分が行うが、実践面はピックの
幼稚園でお願いしたいと依頼している。二人の保育
者候補について、ピックの幼稚園で⚑か月間実践を
学ばせてほしいことと、その間二人が泊まれる良い
家庭の手配をピックに依頼し、急ぎお返事をいただ
きたいと書いている。
約⚒週間後の手紙「1873年⚗月⚓日ボロー
ニャ｣22)では、「尊敬する教授」（Preg. mo Sig. e
Professore）で始まり、ピックに、園長宅に二人の
生徒を置いてもらえることに感謝している。そうで
なければ二人の姉妹の両親も一緒に姉妹について行
かなければならないだろうと綴り、ここで初めて二
人は姉妹であることと、宿屋に娘二人だけで宿泊さ
せるのは当時としては考えられないこと、できるだ
け避けたいことであることがわかる。そして節約の
ためにも二人一部屋で⚑つのベッドで良いこと、ミ
ナレッリ（Minarelli）姉妹は⚘月いっぱいそこに滞
在すると書いており、姉妹の苗字がメナレッリであ
ることがわかる。
ラヴァは現在、詳細な報告書を集めているところ
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で、連盟の最初の評議会で読みあげる予定になって
いると書いているが、この後の10月のピック宛手紙
のレターヘッドが「アレッサンドロ・マンゾーニ幼
稚園」（Giardino Infantile Alessandro Manzoni）と
なっているため、連盟の最初の評議会でピックが読
み上げる報告書は、新しい幼稚園の組織や保育内容
等についての報告ではないかと推察される。
ラヴァは前回の手紙に続いて11日後の手紙「73年
⚗月14日ボローニャ｣23)をピックに出している。
前回のラヴァの手紙では、園長宅に姉妹を置いて
もらえることに感謝していると綴っていたが、ピッ
クからはペンションを経営している家主を紹介され
たようである。ラヴァは、彼女たちには宿賃が高額
になるため園長宅においてもらえるように再度交渉
している。そして、ヴェネツィアではコレラが流
行っているがあまり深刻な状態ではないだろうし、
姉妹は⚘月⚑日にヴェネツィアに到着するだろうと
書いている。
「ボローニャ1873年10月⚔日｣24)付の手紙は、ア
レッサンドロ・マンゾーニ幼稚園のレターヘッドが
ある便箋である。その下に運営本部（Direzione）
と書かれているため、ラヴァの新しい職場だと思わ
れるが、ピックが連名で幼稚園設立の仕事を始めた
⚖月19日付の手紙から⚔か月ほどしか経っていない
ため、連盟の方ではブルツィ・プログラム案をはじ
め幼稚園開設の準備がある程度整っていたのだろ
う。
こ の 手 紙 で「親 愛 な る 教 授！」（Carissimo
Professore !）と呼び掛けており、前回までの「尊
敬する教授」からより親しい間柄になっていること
がわかる。ラヴァは、リューマチ熱で⚓日間寝てい
たため、ボローニャに来ていたピックに最後の挨拶
ができなかったことを詫びている。そして Il
Tempo に報告書を送ったと書いている。どのよう
な報告書を送ったのか前後の文脈から想像はつかな
いが、Il Tempo と言えば現在ローマで発行されて
いる有名な新聞であるが、発刊は20世紀に入ってか
らであるため、文中の Il Tempo はどのような機関
が発行したか不明である。イタリア教授連盟ボロー
ニャ支部の月刊誌なのかもしれない。
そして教師に関しては連盟の幼稚園がうまくいっ
ていないこと、予想通りカッサーニ（Cassani）（職
階は不明であるが園長である可能性が高い）が、
デ・カストロ（De Castro, Vincenzo 1808-1886）の
言う通りファブリアーノ（都市名）から動かなかっ
たと書いているが、ラヴァはむしろカッサーニでな
かった方が良かったと思っているようである。デ・
カストロは、パドヴァ大学で美学と文学の教授で
あったが政治問題で退職し、その後いくつかの定期
刊行物を出版する仕事に就きながら幼児教育にも関
心を持っていた25)。デ・カストロはアポルティ・メ
ソッドとフレーベル・メソッドの混合メソッド
（metodo misto）を発案しており、『新しいアポル
ティ』（Il Nuovo Aporti, 1876）という書籍を出版し
ている26)。アポルティ・メソッド27)は、アポルティ
神父（Aporti, Ferrante 1791-1858）がウィルダー
スピン（Wilderspin, S. 1792-1866）の小冊子『幼児
の教育とそのシステム』（Infant Education. The
Infant System）に触発されて取り組んだ教育法であ
り、1831年アポルティ神父が開設した幼児院（asilo
infantile）はイタリア半島で広がるが、新しいフ
レーベル・メソッドにアポルティ神父自身も興味を
示し、1870年代から1880年代にかけては混合メソッ
ドを選択する保育施設が多くなった28)。
運営委員会は彼女の代わりにピオッティ・グアル
ディ（Piotti Gualdi）を幼稚園に迎えることになっ
た。ラヴァによると、彼女は複数の通常幼児院
（Asili normali）の証明書や実践面も保証された女
性だがフレーベル教育を知らないので、彼女を⚑か
月ほど養成校で学ばせることを委員会は決めるだろ
うことと、ベッラッツィ（Bellazzi）は、彼女をミ
ラノの幼児院に送りたいようだが、時間とお金が無
駄だろうからピックの幼稚園に送りたいと書いてい
る。この時期の他の文献で「幼児院の証明書」とい
う言葉が出てくることはないので、勤務していたと
いう証明書なのか具体的にどのようなものかわから
ない。またベッラッツィについてもどのような立場
の人物か手紙文から不明であるが、委員会で発言権
がある人物だと思われる。ラヴァはピックの幼稚園
でフレーベル教育法を実践的に学ばせたいという思
いがあり、幼児院での古い保育方法の実践ではな
く、フレーベル幼稚園での実習を望んでいることが
わかる。そしてラヴァは、月曜日の会議でピックの
返事を伝えたいので返事は文書でほしいことと、連
盟を代表してお願したいと書いている。その後ラ
ヴァは、ラヴァが送った報告書について、返事をく
れない人もいるが、コロミアッティ（Colomiatti,
Michele生没年不詳）は返事をくれたと書いており、
イタリアのユダヤ人コミュニティにおける初期幼稚園
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コロミアッティはイタリア教授同盟ヴェローナ支部
の中心的存在であったので、ラヴァが教育連盟と呼
んでいたのは、やはりイタリア教授連盟である可能
性は非常に高い。
ラヴァは、「ローマ1873年11月⚒日｣29)の手紙で、
再び「親愛なる教授！」と呼び掛け、公教育省事務
官のポストに合格したことを報告している。仕事は
12月から始まることと、ボローニャの幼稚園の運営
本部を続けることができないので、自分の兄（弟）
にミナレッリ姉妹を任せること、兄（弟）は実践も
よく知っていると述べている。ミナレッリ姉妹は、
1873年⚖月19日、⚗月⚓日、⚗月14日、のラヴァの
手紙に登場する、ピックの幼稚園で実習と園長宅で
の宿泊を依頼した姉妹である。
そしてラヴァは、ローマで知り合いができたら自
分はフレーベル・メソッドの使徒として働き続ける
ことと、首都にはまだフレーベル幼稚園がないこと
を述べ、ローマで協力してくれる人を知らないかと
ピックに尋ねている。このことからもイタリアの南
北の差を見ることができる。イタリア北部は1857年
までにベルナルディ神父（Bernardi, Jacopo 1813-
1897）がフレーベル・メソッドについて雑誌に紹介
し、その後はマーレンホルツの『フレーベルの思い
出』が翻訳されたり、イタリア統一前のピエモンテ
政府の時代から外国のフレーベル幼稚園の視察を
行っていた。1861年トリノを首都として統一イタリ
ア、つまりイタリア王国となり、積極的にフレーベ
ル幼稚園の情報収集を行い、1867年にはウッティー
ニ神父（Uttini, Carlo 1822-1902）が実験的に幼児
院にフレーベル・メソッドを導入している。このよ
うにイタリア北部では、1871年ローマに首都が移る
までに、フレーベル幼稚園についてのかなりの情報
が収集されており30)、ローマを含め中部・南部との
フレーベル・メソッドに関する格差はあったのであ
る。
続いてラヴァは、グアルディ夫人が、ラヴァの名
刺を持ってピックを訪ねさせたいこと、最初彼女に
は幼児教育者としての資質はないと思っていたがそ
うではなかったこと、そしてピックの園で園長とし
てどうだろうかと尋ねている。前回の手紙では、グ
アルディ夫人をボローニャのアレッサンドロ・マン
ゾーニ幼稚園長と考えていたようだが、その話がだ
めになったのかもしれない。ラヴァが公教育省に移
るとともに、グアルディ夫人をピックに任せたいと
いう願いがあったのかもしれない。
最後にラヴァは、こちらでできることは何でもす
るので言ってくださいと綴り、ローマでの新しい住
所を知らせている。手紙はここでいったん終わって
いるが、追伸として、連盟の人たちはラヴァが退職
する理由（新しい職場）について喜んでくれ、誰も
邪魔はしなかったと綴っている。
ラヴァは「ローマ12月10日（おそらく1873年）｣31)
で「尊敬する友」（Amico preg.mo）と冒頭で述べ、
自分が翻訳した原稿の出版を⚓つの出版社から決め
ないといけないことと、ボルギ（Borghi）は幼稚園
のことで頭がいっぱいで、政府は300リラの補助し
か出してくれないと不服のようである。ボルギは公
教育省の人物のようであるが、手紙文からは詳しい
ことは不明である。
続いて、フレーベル幼稚園を設立しようとしてい
るミラノ出身の若い優秀な女性教師を援助したい
が、聖職者（preti）にはあまり援助は出ないと書
かれているため、このミラノから来た女性教師は修
道女のようである。
そしてラヴァはピックに、もし『準備学校と幼児
院へのフレーベル法導入』の冊子を読んだなら、こ
れを信じない方がいいと忠告している。ラヴァによ
ると彼らは幾何学の命名法の教材を購入している
が、それは、古いシステムの学校で機械的に教えら
れている命名法より恐ろしく杓子定規的だと言って
いる。そして、彼らはフレーベル・システムを見て
みないと不安なのであり、それは「プロテスタント
を恐れるようなものだが、事実は理性を恐れている
のだ」と書いている。この文面から上記の冊子の内
容はフレーベル・システム批判であることがわか
り、旧態然とした命名法にこだわっているものとみ
られる。当時はフレーベル・メソッド推進者だけで
はなく、反対派も多くいた。その理由として、フ
レーベル・メソッドがプロテスタント国の教育であ
ることや、遊びを重視した教育が建国間もないイタ
リアに影響を及ぼすのではないかという懸念があっ
た32)。ラヴァは、この筆者たちをパリサイ人（偽善
者）と呼び、鞭を受けるべきだと言っているが、パ
リサイ人はユダヤ人をも指すため、この著者たちも
ユダヤ人である可能性もある。そしてラヴァは、こ
れについていろいろ探ってみるが、ローマのユダヤ
人幼児院の改革の方がやりやすいだろうことと、ユ
ダヤ人幼児院はひどい状態なので、幼児院の内容を
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リフォームすることや、フレーベルの名前にも驚か
ないだろうと書いている。
そしてラヴァは⚓枚目の便箋の最初に、「私は市
によって開設される幼稚園を見るのは誇らしいで
す。あなたの指導の下で良い方向に行くでしょう」
とだけ述べているが、この手紙の日付は（1873年）
12月であり、コンパレッティ幼稚園を指しているも
のと思われる。この章の冒頭で述べたように、1873
年⚓月からコンパレッティはヴェネツィア市との交
渉に入り、⚕月にはイタリア王国の許可を得て公立
幼稚園設立に向けて動いている時である。ヴェネ
ツィア市から幼稚園設立のアドヴァイザーとして依
頼を受けているピックからの手紙に、コンパレッ
ティ幼稚園の進捗状況が書かれていたのであろう。
またヴェネツィア市はアドヴァイザーを複数たてて
いたものの、市の文書にはアドヴァイザーとして依
頼した人物の名前が書かれた以外は一度も出てこな
い。しかしピックの名前は所々に登場し、市がピッ
クを頼りにしている様子がうかがえる33)。そしてま
た公教育省局長であるラヴァにとっても、公立幼稚
園の設立は誇らしかったのであろう。
ラヴァは、幼稚園の評価は子どもの作品やベンチ
（banchi）、そして教材の新しさではなく、時間割り
やプログラムが重要であること、発表会は教師の発
表会ではなく子どもの発表会でなければならないと
書いており、現在でも通じる評価内容である。そし
て最後に、今は公教育省の仕事で忙しく幼児院に専
念できない残念さを綴っている。
「ローマ73年12月24日｣34)付の手紙でラヴァは、
ピックから届いた手紙への礼と、フィッシナート
（Fissinato）夫人の挨拶のカードは中に入っていな
かったことを気にしている。それは、彼女がラヴァ
やピックが考えているフレーベル教育思想をローマ
で語ってくれるのに最高の人物だからと言っている
が、彼女のことは手紙からはどのような人物か不明
である。ピックも懇意にしているであろうフィッシ
ナート夫人が、首都ローマでフレーベル・メソッド
普及の看板となってもらいたいという期待があった
のであろう。
そして県教育長であるボシオ（Bosio）が、幼稚
園や幼児院を視察し、ベルドシェック、サロモン
（Caterina Salomon）の園をほめていたこと、しか
し C については、残念ながら窮屈な関係しか築け
なかったと言っていたことが書かれている。ベルド
シェックはマーレンホルツの教え子であり、この当
時はピックの幼稚園の園長をしており、サロモンも
マーレンホルツの教え子でレーヴィ35)の幼稚園の⚒
代目の園長であった。Cについてボシオが窮屈な関
係しか築けなかったと言っていることから、おそら
くコンパレッティのことではないかと思われる。彼
女は自らの幼稚園であるコンパレッティ幼稚園の開
園式も参加せず、人込みや意味のない騒ぎを嫌って
おり、彼女の孫娘によると静かであまり話をせず、
孫にもよそよそしい感じであったと書いている36)。
ラヴァが C と頭文字しか書いていないことは、
コンパレッティ幼稚園設立に協力したピックへの心
配りなのか、他者がこの手紙を見た時に誰のことか
ピック以外わからないようにしていたのかもしれな
い。
最後に、あなた（ピック）が新しい幸せな年を迎
えられんことを、そしてあなたへの特別な尊敬と誠
実な友情とともに、と綴っている。
「ローマ1875年⚑月21日｣37)では、「尊敬する友
よ！」（Amico pregiatissimo !）と呼び掛けた後、自
分が翻訳した本について書いている。おそらくピッ
クが所望したしたのか「私の翻訳本の印刷は、政府
が一定の量を予約している。」と書いている。その
後、ユダヤ人幼児院はフレーベル幼稚園に急に変え
ることができないが、段階的な改革はできると綴っ
ている。さらに命名法と歌から始めることを書いて
いるが、おそらくいきなりフレーベル・メソッドを
導入すると反発があるため、古い保育で行なわれて
いる命名法を残しながら徐々に改革を進めて行こう
としているようである。そしてユダヤ人幼児院には
遊びや仕事38)はまだ導入していないことや、場所や
保育者が足りないこと、優秀なユダヤ人教師が欲し
いと綴っている。
最後にラヴァは、デ・カストロによる「マニュア
ル本」が売り出され次第、購入して新聞に書評を書
くと書いている。おそらくデ・カストロが推進する
メソッドは、先に述べたようにアポルティ・メソッ
ドとフレーベル・メソッドの混合メソッドであるた
め、このマニュアル本を評価することによって、幼
児院を少しずつフレーベル・メソッドに移行させる
手始めとして混合メソッドを取り入れようとしたの
ではないだろうか。手紙の最後には、「特別な敬意
とともに私を信じてください」と書いている。
「ローマ1876年⚕月⚘日｣39)の手紙は、前の手紙か
イタリアのユダヤ人コミュニティにおける初期幼稚園
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ら一年以上空いているが、「私の親愛なるピック教
授」（Mio caro prof. Pick）と、初めて名前で呼びか
けている。ウーディネ市立図書館にはこの間の手紙
は保管されていないため、この⚑年の二人の関係性
はわからないが、冒頭の言葉からも⚑年前よりさら
に親しい関係になっているように思える。
手紙には、エウジェニア・ソラーニ（Eugenia
Sorani)40)嬢がボローニャの師範学校で上級免許を
取ったこと、そしてラヴァが創設したボローニャの
幼稚園でフレーベル法の見習いをする予定であるこ
と、そして彼女は幼児教育に専念するつもりなの
で、ここでの幼稚園の実習だけで満足してはいけな
いと彼女に話したと書かれている。そして彼女を
パーフェクトにするにはピックの園で実習させるこ
とと、公立幼稚園（おそらくコンパレッティ幼稚園）
でも数日実習を経験させるのはどうだろうかと尋ね
ている。そしてピックに「イタリア中から引き受け
る実習生の人数が増えることによって、あなたの自
尊心も満足するのではないだろうか」と綴ってい
る。
ラヴァは最後に、「親愛なる友よ」と呼び掛けて、
誠実な友がそれほどいない中で、私たちが協力しな
いとどうなるでしょうか、と書いている。
「ローマ76年⚖月19日｣41)では「親愛なるピック教
授」（Carissimo prof. Pick）と呼び掛け、ラヴァが
推薦したソラーニ嬢をピックが気にかけてくれたこ
とについて感謝の気持ちを綴っている。彼女とはボ
ローニャで会い、とても賢い女性で、良い学校がな
いので実践面ではまだ迷いがあるが、ピックの園で
実習するように勧めたと書いている。そしてピック
に、実習期間中の彼女の進歩について内緒で教えて
ほしいと頼んでいる。その進歩を公表することに
よって、ユダヤ人幼児院から彼女は引っ張りだこに
なり、ユダヤ人幼児院の改革を続けていくことがで
きるであろうこと、その結果、ようやく最初の目的
であるユダヤ人幼児院を「フレーベル幼稚園にして
いくこと」に戻ることができると綴っている。これ
らのことは行政への負担もなく、争うこともなく、
幼児院をフレーベル幼稚園に変えることができるだ
ろうと綴っている。
最後に、教室の階段席（gradinata）をベンチ
（banco）に替える予定であることを書いている。
イタリアで banco とは、通常机が付いた長椅子の
ことを指すが、1876の首都でまだ階段席を使用して
いたのは驚きを禁じ得ない。階段席は机付きの長椅
子が階段状に置かれている席のことである。1800年
代初めにイタリアの幼児院や学校で使われ、今回ベ
ンチになったとしても、その後一人掛けのこども用
の椅子（seggiolina）と、椅子から独立した机を保
育に導入したアガッツィ姉妹やモンテッソーリが現
れるまで、まだ20年ほど待たなければならない。
手紙の最後には、新しい公教育省大臣と秘書もフ
レーベル・システムを支持すべきであるが、強力な
フレーベル反対派がいるので恐れているのではない
かと書いている。そしてピックに「正義が来る日ま
で、私たちは前進しましょう」と書いている。
まとめに代えて
以上のように、フレーベル・メソッド導入期であ
る1870年代に、公教育省事務官ラヴァがピックに宛
てた手紙から、ピックとラヴァの関係性と、ラヴァ
がローマのユダヤ人コミュニティ内の幼児院をフ
レーベル幼稚園に変えるために様々な努力を行って
いたことが手紙から垣間見ることができた。ピック
からの返信の内容は、ラヴァの手紙から推測するし
かなかったが、ラヴァから依頼された実習生は、
ピックの幼稚園で受け入れていたことが推察され
る。ガスパリーニによると、ピックは味方も多かっ
たが敵も多かったと書いており42)、ピックにとって
ラヴァは、お互い反発もあったように手紙文から感
じられるところもあるが、同じユダヤ人コミュニ
ティでのフレーベル幼稚園普及という同じ夢を持っ
ていたように感じる。1870年代の手紙から、明らか
になったことは次の⚓点である。
⚑．ピックはラヴァの要請を受けて、「ヴィット
リーノ・ダ・フェルトレ幼稚園」を幼稚園教師育成
のための実践の場とした
ラヴァからの1876年⚕月⚘日付の手紙に「イタリ
ア中から引き受ける実習生の人数が増えることに
よって、あなたの自尊心も満足するのではないだろ
うか」そして、『親愛なる友よ』と呼び掛けて、「誠
実な友がそれほどいない中で、私たちが協力しない
とどうなるでしょうか」とあることから、ピックは
実習生を受け入れてはいたが、それほど実習生を積
極的に歓迎していたのではなかったことではないか
ということ。
⚒．ラヴァは、ボローニャに最初のフレーベル幼稚
園を建てる尽力をした
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ラヴァは1876年⚕月⚘日付の手紙で、「私が創設
した幼稚園」（下線は筆者）と言っているが、ボロー
ニャ最初のフレーベル幼稚園については、ラヴァの
1873年⚖月19日付の手紙から、連盟がすでにボロー
ニャ市から許可を得て幼稚園創設の準備を始めてい
たところにラヴァが参加しているため、最初からラ
ヴァの指揮の下で連盟が動いたのではない。しかし
ラヴァは、園長や保育者候補者を探したり、ボロー
ニャ最初のフレーベル幼稚園の設立に尽力した。
⚓．ラヴァは、ローマのユダヤ人幼児院をフレーベ
ル幼稚園に変えようとしていた
ラヴァが公教育省事務官として、ローマで勤め始
めてすぐユダヤ人コミュニティの幼児院に興味を持
ち、フレーベル・メソッド導入のために根気強く動
いていた。1875年⚑月21日付け手紙では、アポル
ティ・メソッドとフレーベル・メソッドの混合メ
ソッドを説いているデ・カストロの出版物に目を向
け、図書批評を書くことによって混合メソッドの利
点を世に知らしめ、ユダヤ人幼児院も混合メソッド
から徐々にフレーベル・メソッドに変えていこうと
していた。
ラヴァは、『図説教育学事典』の項目「幼児院」
の中で、フレーベル幼稚園を「これまでの幼児院や
幼児学校などの変種ではなく、全く新しい幼児教育
施設だ｣43)と言い切っている。現在では幼児教育専
攻の学生であれば当然理解していることであるが、
混合メソッドを提唱し多くの幼児院に適用していた
当時にしては新しい思想であったといえる。
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